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Murakami Emperor is the emperor of Heian era. He did a 
lot of literary activities. Murakami Emperor Gyosyu(村上天
皇御集）is an anthology of his poems tanka. The works of 
literature written by him and his wives are included in this 
book. Emperor and his wives exchanged tankas using 
letters. He has 10 or more people wives. Saigu Nyogo 
Yoshiko Joou(斎宮女御徽子女王） is one of the wives.  Half 
of the book are works of Emperor and 徽子 . Their 
gift-giving tankas have a dissonance, and are 
inharmonious. But their many tankas were recorded in this 
book. This is because their relationship was close and they 
were able to show openly their sentiment. An anonymous 
author was intended to record the Emperor’s private life. 
The No.6 tanka in this book expresses his private 
sentiment. An earlier literature construed it as his hope. It 
construed No.6 tanka as the expression of the feeling he 
was looking forward to marry 徽子. I think it is different. It 
expresses the affection for another wife Nyogo Nobuko (女
御述子). At the beginning of this book, the tankas of 述子
are placed. And also by this arrangement, an author could 





神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 4 」（ 論 文 ） 
 
１）「村上御集」の位置づけ 






















  配列 1 御遊の歌 
     2～4 女御述子 
     5  御遊の歌 
     6～85 斎宮女御徽子（ただし 82、83 を除く） 
     86～89 中宮安子 
     90～93 宣耀殿女御芳子 
     94 「藤の女御」（芳子か） 
     95～98 広幡御息所計子 
     99～101 按察使更衣正姫 
    102～106 更衣祐姫（ただし斎宮女御集にあり） 
    107～108 芳子で再出 
    109    81 との重出歌 
    110～112 御遊の歌 








































































































































































































































  13 さ月やみおぼつかな
（ マ    マ ）
のいとどまさらん 
        ときこえ給へりけるに 
    ながめする空はさのみや 
      と有りければ、又内より 
  14 いはでかくおもふこころをほととぎす夜ぶかく
なきてきかせやはせぬ 
      御返し 
  15 ものをこそいはでの山のほととぎすひとしれぬ
ねはなきつつぞふる 
      六月のつごもりに給へりける御返しを桔梗
につけて、秋ちかう野は成りにけり、人の心
も、ときこえ給へりければ 
  16 秋ちかうなるもしられず夏ののにしげる草葉と
ふかき思ひは 
      かへし 



































































































































































給祿延喜例 （「西宮記十一御佛名」『歴代宸記』  
天暦四年十二月三日） 
 Ｄ 於藤壷天皇始覲。為平親王諸卿参入。竟宴。世間



























































































































































しらべそめけむ                   
（西本願寺本 57/定家監督書写本 一七ウ） 
  かつみつつかげはなれゆくみづのおもにかくかずな
らぬ身をいかにせむ    
（西本願寺本 146/定家筆臨模本 四ウ/村上御集 103） 
  あめならでもる人もなきわがやどをあさぢがはらと






















みなみだれあひ、ゆきかよひて、むべもむかしの風   
松にいるといふことのしくを、つくり置きそめんとな


















































































































































































集では『後撰集』に 2 首、『拾遺集』に 16 首、村上天皇
の歌が見える。まず、生前の勅撰集である『後撰集』所載
の 2 首を掲げる。 
 
    御返し             今上御製 
  をしへおくことたがはずはゆくすゑの道とほくとも
あとはまどはじ        （『後撰集』1379）    
    御返し               御製 
  年のかずつまんとすなるおもににはいとどこづけを







































       もろまさの朝臣のむすめの女御に 




              御返し 

















      ひろはたの宮す所につかはす 
  95 あふ事をはるかにみえし月かげのおぼろけにや
はあはれとはおもふ 
      御返事 


























































































書を持つ歌 1 で始まり、2～4 に実頼の娘述子にまつわる
天皇の歌が置かれる。そして、6 が、いわゆる徽子の入内




  1 こひわたるとしはふれどもあまの川まれにぞかか
るせには逢ひぬる 
     さねよりの大臣のむすめまゐりて、朝に 
  2 むばたまのよるのころもはとほけれど夜ぶかき物
とおもひしらずや 
     おなじ女御〔 〕せ給ひて、雪のふる日 
  3 ふるほどもなくてきえぬるしら雪は人によそへて
かなしかりけり 
      物の中に御ふみの有りけるを御覧じて 
  4 みながらになみだのみこそながれけれとどめおき
ける玉づさにより 
      四年三月十四日ばかり、藤つぼにわたらせ給
ひて花をらせ給ふついでに 
  5 まとゐしてみれどもあかぬ藤のはなたたまくをし
きけふにも有るかな 
      しげあきらのみこの女御のまだまゐらざりけ
るにさくらにつけて 






神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 4 」（ 論 文 ） 
 
          徽子女御まゐりはじめて、あしたに 
  7 おもへども猶あやしきはあふ事のなかりしむかし
なにおもひけむ 
      御返し 
  8 むかしともいまともいさや〔 〕おもほえずおぼ
つかなさは夢にや有るらん 





















































































くらにつけて          （「村上御集」6） 
  斎宮女御いまだまゐり侍らざりけるとき、さくらにつ
けてつかはさせ給うける    （『玉葉集』1250） 
  斎宮女御いまだまゐりたまはざりける時、さくらにつ










    女御述子かくれてのはる、はなを見て 清慎公 
  みるからにたもとぞぬるるさくらばなそらよりほか
のつゆやおくらむ      （『続古今集』1399） 
        むすめの女御うせて後こと人まゐり侍りけるを
ききて、内にさぶらふ女房のもとへつかはしける         
清慎公 
  ここのへも花のさかりになるなかに我が身ひとつや






































































































的」な家集を作ろうとしていたのである。                                                             






















『日本歌学大系 第壱巻』、風間書房、1991 第 7 版）。 
10）「通憲入道蔵書目録」『群書類従 第 28 輯雑部』、群書
類従刊行会、1979 訂正三版 
11）前掲書 注 1 
12）橘健二校注・訳、「道長下」『日本古典文学全集 20 大
鏡』、小学館、1960 第 13 版 












「斎宮女御集 定家筆臨模本」『冷泉家時雨亭叢書 19 平安
私家集六』、朝日新聞社、1999 /【定家監督書写本】･･･
「斎宮女御集」『同 17 平安私家集四』、同、1996/【資経











19）前掲書 注 8 
20）前掲書 注 7 
21）「村上御集」には、重複歌および類歌が通算 6 首ある。
歌番号で挙げれば、5（82）、9（137）、18（127）、37（134）、
81（109）、90（118）の 6 首である。 





















典文学全集 11 古今和歌集』、小学館、1994 

























素寂本」『同 72 素寂本私家集 西山本私家集』、同、2004/
【資経本】･･･「源順集」『同 66 資経本私家集二』、同、
2001 
41）天降付 天之芳来山 霞立 春尓至波 松風尓 池浪立而
（以下略）（あもりつく あめのかぐやま かすみたち は
るに いたればまつかぜに いけなみたちて）（『万葉集』
259）/室戸在 桜花者 今毛香聞 松風疾 地落良武 やどに
ある さくらのはなは いまもかも まつかぜはやみ つち
にちるらむ（『同』1462） 
42）前掲書 注 31 注釈 
43）同上書 注釈  
44）前掲書 注 24 
45）前掲書 注 7 













村博司 山中裕校注、『栄花物語 上』、岩波書店、1993 新
装版 
 
その他、断りのない和歌の引用は、『新編国歌大観』（角
川書店）各巻に拠る。 
